
J-PEDIA研究概要

（Japan Pediatric Difficult 

Airway registry）



J-PEDIA研究の使命

• 研究を通じて日本の小児麻酔における気道リスクを明らかにし、
より安全な臨床に寄与する

• JPEDIAによる付帯研究を通じて、参加施設の麻酔科専攻医、
麻酔科医に対して、臨床研究の機会、助言を提供する

• PRAEミーティングを通じて、定期的に各施設での気道管理リスクを
解析報告し、各施設別にリスクが軽減できるような方策を考える
（Quality improvement企画）



収集するデータ

•別紙PDFデータ参照

（あいち小児保健医療総合センター麻酔科ホームページ）



参加施設（2022年９月時点）

• あいち小児保健医療総合センター

•国立成育医療研究センター

•埼玉県立小児医療センター

•兵庫県立こども病院

•東北大学病院

•北海道大学病院



研究費

•科研費（基盤研究C：22K09085）を獲得しています。



データ収集の流れ

各麻酔担当者がデータ収集シート（紙ベース）に記入
（２－３分/例）

各施設のサイトリーダーが確認（数日以内が望ましい）
・データ収集シートの提出漏れはないか？
・データの書き忘れは無いか？
→漏れがあれば、忘れないうちに担当者に確認、記載する

Case logへ研究対象者情報を記載（REDCapとの紐づけ）

REDCapシステムへの登録（REDCap対象者番号取得）
（５－１5分/例）



REDCapシステムへの登録



各施設からデータ登録



数値はすべて半角英
数で入力

体重は０を入力する
とドロップダウンで
体重(g)が出現します



Record IDが表示されますので
これをデータ収集用紙に記入

各施設毎にRecord IDを
対応表（エクセル）に記入





データ収集 まとめ

•各施設からのデータ収集は≧90％を目標にしています

（サイトリーダーが情報の記入漏れがないかを数日以内に確認）

•各施設で収集したデータは匿名化してREDCapに登録するので

紐づけするために、各施設でをお願いします

（REDCapの登録が終了すると番号が出るのでCase logに記載する）



データ収集終了から論文受理までの流れ（付帯研究）

•著者リストに関するルール（たたき台案）

•今後のタイムライン



データ収集終了から論文受理まで
（付帯研究）

研究議題申請
（研究発案者、研究責

任者）

データ
クリーニング

倫理委員会での承認 データ解析
（第一著者または小嶋）

論文執筆
批判的吟味

（JPEDIAコアメンバー）

倫理委員会申請
書類作成 論文投稿

研究議題申請の批判的吟味
（JPEDIAコアメンバー）

研究プロトコール申請
（研究発案者、研究責任

者）

研究プロトコールの
批判的吟味と承認

（JPEDIAコアメンバー）

論文受理



https://www.medrxiv.org/content/10.1101/2022.05.26.22275644v2

プロトコールの詳細はこちらです



参加を検討中の方は、下記までご連絡ください。

研究の詳細を説明させていただきます。

あいち小児保健医療総合センター 麻酔科

J-PEDIA研究代表者

小嶋 大樹

taiki_kojima@achmc.page(E-mail)

0562-43-0500
(あいち小児保健医療総合センター代表）


